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・
こ
ど
も
の
詩
と
絵

　

表
彰
式
・
発
刊
記
念
集
会

・
日
教
組
に
新
し
い
仲
間
が
加
入

 

広告
承認 08-56-24（0812）

お問合せ先：教職員共済生活協同組合 兵庫県事業所
　　　　　　　TEL：078-221-9730
　　　　　　　神戸市中央区中山手通 4-10-8まで

表
と
し
て
の
意
見
を
言
っ
て
い

る
。
各
市
町
で
も
同
様
に
、
教

職
員
の
代
表
が
教
育
を
考
え
る

会
議
に
参
加
し
、
意
見
を
言
え

る
よ
う
地
位
を
高
め
て
い
き
た

い
。本
部
・
支
部
一
体
と
な
り
、

こ
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
る
。

わ
た
し
た
ち
は
、
団
結
の
力

で
こ
れ
ま
で
の
難
し
い
局
面
を

切
り
開
い
て
き
た
、
先
輩
の
た

た
か
い
や
運
動
に
学
び
な
が

ら
、
こ
の
前
途
多
難
な
状
況
を

力
あ
わ
せ
し
、
切
り
拓
い
て
い

こ
う
。

兵
教
組
は
３
月

27
日
（
金
）
か
ら

28
日
（
土
）
の
２

日
間
、「
新
・
旧

支
部
三
役
合
同
会

議
」
を
六
甲
ス
カ

イ
ヴ
ィ
ラ
で
開
催

し
た
。

冒
頭
、
山
名
幸
一
執
行
委
員

長
は
、「
こ
の
新
・
旧
支
部
三

役
合
同
会
議
は
、
支
部
の
リ
ー

ダ
ー
づ
く
り
だ
と
思
っ
て
い

る
。
組
合
運
動
を
ひ
っ
ぱ
っ
て

く
れ
る
み
な
さ
ん
の
、
ハ
ー
ト

や
論
理
を
い
か
に
分
会
長
や
組

合
員
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
ら
れ

る
か
が
、
今
後
の
兵
教
組
運
動

に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
」
と

話
し
た
。 

（
要
旨
掲
載
）

経
過
と
情
勢
の
中
で
、
瀧
ノ

内
秀
都
さ
ん
（
芦
屋
支
部
）
に

よ
る
、
中
国
四
川
省
の
地
震
に

係
わ
る
「
震
災
・
学
校
支
援

チ
ー
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）」
の

復
興
・
心
の
ケ
ア
支
援
活
動
に

参
加
し
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
次
号
要
旨
掲
載
）
ま
た
、「
教

員
免
許
更
新
制
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」に
つ
い
て
が
説
明
さ
れ
た
。

２
日
目
は
、
協
議
事
項
の
確

認
と
質
疑
・
討
論
が
行
わ
れ
た

後
、
新
年
度
か
ら
の
当
面
の
と

り
く
み
を
意
思
統
一
し
た
。
ま

た
、
各
支
部
・
専
門
部
の
代
表

よ
り
「
政
権
交
代
が
教
育
を
救

う
を
信
念
に
、
衆
議
院
選
挙
勝

利
を
め
ざ
し
精
一
杯
頑
張
り
た

い
」（
伊
丹
・
岸
根
）「
県
教
研

の
開
催
地
経
験
で
支
部
に
ま
と

ま
り
が
で
き
、
一
般
参
加
者
か

ら
の
反
響
も
大
き
い
。
こ
の
経

験
を
生
か
し
と
も
に
頑
張
り
た

い
」（
明
石
・
小
西
）「
今
年
中

に
水
岡
俊
一
参
議
院
議
員
を
与

党
議
員
に
す
る
。
そ
し
て
２
期

目
の
水
岡
選
挙
に
臨
み
た
い
」

（
姫
路
・
村
上
）「
８
月
29
日

（
土
）
平
和
教
育
実
践
交
流
集

会
を
開
催
す
る
。
支
部
あ
げ
て

全
力
で
と
り
く
み
た
い
」（
洲

本
・
久
保
田
）「
食
育
や
栄
養

教
諭
へ
の
移
行
な
ど
、
課
題
も

あ
る
が
、
分
会
、
支
部
、
本
部

の
力
を
か
り
、
仲
間
の
笑
顔
が

広
が
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」（
栄

養
職
員
部
・
田
中
）
と
い
う
力

強
い
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

山
名
委
員
長
あ
い
さ
つ
要
旨

教
職
員
組
合
運
動
は
、
教
職

員
の
学
校
で
の
仕
事
を
ど
の
よ

う
に
支
え
、
支
援
で
き
る
か
が

第
一
の
課
題
で
あ
り
目
標
だ
。

そ
し
て
、
現
場
の
教
職
員
や
子

ど
も
た
ち
の
教
育
課
題
を
み
つ

め
教
育
改
革
・
教
育
研
究
を
主

体
的
に
行
う
こ
と
が
兵
教
組
運

動
の
伝
統
で
あ
り
、
大
き
な
特

性
で
あ
る
。

組
合
活
動
を
通
し
て
、
縦
や

横
の
つ
な
が
り
、
世
の
中
の
し

く
み
を
見
た
と
き
、
学
校
現
場

の
教
職
員
が
お
か
れ
て
い
る
立

場
や
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
状
況
が
見
え
て
く
る
。
教

育
政
策
に
対
し
て
、
提
言
・
発

信
を
す
る
の
は
、
教
職
員
組
合

に
と
っ
て
大
切
な
と
り
く
み
で

あ
る
。

本
当
に
教
育
を
未
来
の
先
行

投
資
だ
と
す
る
な
ら
、
教
育
条

件
を
高
め
、
教
育
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
、
次
の
世
代
を
育

て
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め

の
運
動
の
先
頭
に
、
私
た
ち
は

立
つ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

幸
い
兵
庫
で
は
、
県
の
各
種

委
員
会
に
、
教
職
員
が
現
場
代

先
輩
の
た
た
か
い
や
運
動
に
学
び
、

団
結
の
力
で
時
代
を
切
り
拓
こ
う

川原 芳和
副委員長

財政・広報部長
（芦屋支部）

泉 雄一郎
書記長

（伊丹支部）

山名 幸一
執行委員長
（姫路支部）

高橋 直之
書記次長・法政部長
（神戸支部）

新森戸 卓也
組織部長
（豊岡支部）

小西 宏典
賃対部長
（川西支部）

新井上 拓路
情報管理部長
（宝塚支部）

北谷 錦也
教文部長
（加印支部）

新松浦 明日香
教財部長

（多紀支部）

日下 芳宏
教育文化研究所
事務局長
（津名支部）

新長本 浩嗣
教育文化研究所
事務局次長
（佐用支部）

忌部 淑惠
教育文化研究所
副所長

（川西支部）

新神田 英幸
教育文化研究所
副所長

（西宮支部）

松井 義夫
総務部長

（兵教組職員）

西嶋 保子
生活部長
（三田支部）

兵庫教育文化研究所の体制

09年度 兵教組本部執行体制がスタート

教職員共済生活協同組合 兵庫県事業所
                                           名称が変わりました！！
教職員共済生活協同組合　兵庫県支部は、兵庫県事業所に名

称が変更になりました。また、兵庫県事業所初代所長として、
吉田順子が就任いたしました。今後ともよろしくお願いします。
� お問合せ先：078-221-9730所長 吉田 順子

山名委員長は「必ずある総選挙。新旧の役員が一体となり、とりく
んでいこう！」と訴えた。� （３月27日、六甲スカイヴィラで）

新・旧支部三役合同会議
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教　育　ひ　ょ　う　ご2009年 ４ 月11日（土） 第1738号 � （ 2 ）（第三種郵便物認可）

団体生命共済・医療共済
＜中途・追加＞加入募集中

承08－56－27（0903）

「もしも」のときに頼りになる、
教職員共済生協の共済をご利用ください

契約例 入院 5,000 円タイプの場合
（医療スタンダード5口＝基本契約＋長期入院特約＋手術特約＋退院特約）

月掛金　1,750円 （60歳以下の場合）月掛金　5,400円 （60歳以下の場合）

日帰り手術
もＯＫ！

1泊2日入院
からＯＫ！

入院 ―――――1日につき 5,000 円
●1入院につき年間180日まで
　（ガン入院は日数無制限）

（ガン入院は10,000 円）

長期入院 ――――― 一時金で15万円
●180日以上の継続入院に

手術 ―――― 一時金で 20万～5万円
●所定の手術に

退院 ―――――――― 一時金で5万円
●20日以上継続入院後の退院に

死亡・高度障害――――2,000 万円

公務・交通災害死亡――3,000 万円

所定の障害――800 万～100 万円

死亡 2,000 万円タイプ
団体生命共済（20口）

いますぐご加入！

この広告は、団体生命共済・医療共済の概要を説明したものです。ご契約にあたっては必ずパンフレット
および重要事項等説明書（契約概要・注意喚起情報）をご覧いただき、制度内容をご確認ください。

連絡先　教職員共済生活協同組合兵庫県事業所　TEL 078-221-9730
　　　　神戸市中央区中山手通 4丁目10-8　ラッセホール 4階

　兵教組は、「詩」や「絵」をとおして、子どもたちの生活や自然をみつめる眼、おもしろい発想など、
一人ひとりの表現を大切にする活動を続け、第29集を発刊しました。子どもたちはいきいきと自分を
表現しています。「こどもの詩と絵」の作品集が学校や家庭で語り合われ、人々に癒しと励ましを与え
るものとなることを心から期待しています。

な
ん
か
へ
ん

た
つ
の
市
小
宅
小
学
校　

二
年

な
ぎ　

り
さ

な
ん
か
へ
ん　

ぜ
っ
た
い
へ
ん

ど
こ
か
へ
ん

学
校
の
中
が
ピ
カ
ピ
カ

先
生
の
つ
く
え
の
と
こ
ろ
も
ピ
カ
ピ
カ

き
れ
い
な
花
も
い
っ
ぱ
い

先
生
だ
っ
て
き
れ
い
な
ス
カ
ー
ト
は
い
て

な
ん
か
へ
ん　

さ
ん
か
ん
日
で
も
な
い
し

ぜ
っ
た
い
な
に
か
あ
る

先
生
が
言
っ
た

「
だ
い
じ
な
お
き
ゃ
く
さ
ん
が
あ
り
ま
す
」

や
っ
ぱ
り
な　

へ
ん
な
は
ず
や

「
組
み
合
っ
た
腕
を
描
く
の
が
難
し
か
っ
た
」
と
絵
の
説
明
を
し

て
く
れ
た
寺
田
孝
也
さ
ん
。�

（
３
月
22
日
、
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
）

西宮市生瀬小学校一年
瀬尾　直幹

兵
教
組
は
、
３
月
22
日
（
日
）
に
「
こ
ど

も
の
詩
と
絵
」
第
29
集
、
表
彰
式
・
発
刊
記

念
集
会
を
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
行
い
、
約
４
８

０
人
が
参
加
し
た
。

集
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
兵
庫
教
育

文
化
研
究
所
所
員
の
谷
口
直
子
さ
ん
（
明

石
・
清
水
小
）
と
山
内
美
千
代
さ
ん
（
三

田
・
松
が
丘
小
）
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
行
わ
れ
、
会
場
の
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
や
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
メ

ロ
デ
ィ
」
を
歌
っ
た
。

入
賞
者
の
代
表
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
絵
の
紹
介
や
詩
の
朗
読

が
行
わ
れ
た
。

◆

県
内
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
詩
８
１

４
篇
、
絵
１
，
０
０
１
点
。
そ
の
中
か
ら
第

29
集
に
詩
97
篇
、
絵
１
４
４
点
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

編
集
を
終
え
て
の
中
に
直
原
弘
道
さ
ん
（
詩
人
）
は
「
子
ど
も

に
詩
を
書
か
せ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
子
ど
も

に
自
分
の
生
活
を
見
つ
め
さ
せ
る
こ
と
。
子
ど
も
に
概
念
的
な
生

活
感
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
引
き
出
し
、

豊
か
に
は
ぐ
く
む
こ
と
」
と
寄
稿
し
て
い
る
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、悲
し
か
っ
た
こ
と
、

腹
が
立
っ
た
こ
と
と
い
っ
た
感
情
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
詩
や
、
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
垣
間
見
え
る
絵
な
ど
、
県
内
各
地
よ

り
の
応
募
を
期
待
す
る
。
こ
こ
で
は
、
第
29
集
の
中
か
ら
数
点
を

紹
介
し
、
今
後
は
教
育
ひ
ょ
う
ご
の
紙
面
上
で
紹
介
し
て
い
く
。

（
選
者
の
こ
と
ば
よ
り
）
学
校
生
活
の
日
々
を
し
っ
か
り
と

ら
え
、
み
つ
め
て
い
る
こ
と
に
脱
帽
し
た
。
ま
た
、
見
逃
さ

ず
投
稿
し
て
く
れ
た
指
導
者
の
先
生
に
感
謝
す
る
。
中
道
保

子
さ
ん
（
協
力
研
究
所
員
）

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
」

姫
路
市
中
寺
小
学
校　

六
年

阿
保　

香
里

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手

ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
て
い
る

犬
に
か
ま
れ
た
歯
形
が
残
っ
て
い
る

マ
メ
も
で
き
て
い
る

い
つ
も
大
き
な
く
わ
を
持
っ
て

畑
を
耕
し
て
い
る
も
ん
な

肥
料
を
や
っ
て

水
を
か
け
て

ネ
ッ
ト
を
か
け
て

し
ん
ど
く
て
も

最
後
ま
で
や
り
と
げ
て
い
る
も
ん
な

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
が
育
て
た
野
菜
が

心
を
こ
め
て
育
て
上
げ
ら
れ
た
野
菜
が

い
つ
も
食
卓
に
並
ぶ

私
も
こ
ん
な
手
に
な
り
た
い

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な

働
き
者
に
な
り
た
い

（
選
者
の
こ
と
ば
よ
り
）
高
学
年
に
「
生
活
の
に
お
い
」
の

す
る
作
品
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
紀
伊
茂
さ
ん
（
宝
塚
・

御
殿
山
中
）

（
選
者
の
こ
と
ば
よ
り
）『
い
の
ち
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
詩
が

多
く
、
い
の
ち
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
、
学
校
、
地
域
、

家
庭
で
と
り
く
む
大
き
な
一
つ
の
テ
ー
マ
。
渡
辺
信
雄
さ
ん

（
詩
人
）

い
の
ち

伊
丹
市
神
津
小
学
校　

一
年

な
が
さ
わ　

み
や

は
っ
ぱ
に
も
い
の
ち
が
あ
る
と

は
じ
め
て
し
っ
た

ま
だ
ち
い
さ
い
け
ど

み
ん
な

い
の
ち
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と

お
も
い
ま
し
た

あ
さ
が
お
の

お
せ
わ
を
が
ん
ば
っ
て

あ
さ
が
お
を

ぐ
ん
ぐ
ん
そ
だ
て
て
い
き
ま
す

あ
さ
が
お
さ
ん
と

か
ぞ
く
い
っ
し
ょ
に

い
き
て
い
き
た
い
で
す

な
つ
や
す
み
に
も
っ
て
か
え
る
の
で

お
う
ち
に
も
あ
さ
が
お
が
あ
る
の
で

な
か
よ
く
で
き
る
よ
う
に

お
ね
が
い
し
と
き
ま
す

わ
く
わ
く
す
ご
し
ま
す

公
立
学
校
共
済
労
働
組

合
連
合
（
公
立
学
校
共
済

組
合
直
営
の
北
陸
・
近

畿
・
九
州
の
中
央
病
院
職

員
組
合
で
構
成
）
の
日
教

組
加
盟
が
、
日
教
組
第
１

５
１
回
の
中
央
委
員
会
で

承
認
さ
れ
た
。

近
畿
中
央
病
院
職
員
労

働
組
合
に
は
、
医
師
を
除

く
看
護
師
、
検
査
技
師
、

薬
剤
師
等
の
組
合
員
が
い

る
。
兵
教
組
は
近
畿
中
央

病
院
職
員
労
働
組
合
と
連

帯
し
、
人
間
ド
ッ
ク
等
の

受
診
で
近
畿
中
央
病
院
を

よ
り
活
性
化
さ
せ
よ
う
。

その ③　　　　交通費支給！
 　入院・退院、人間ドックを受診される場合や
ドック受診後の再検診の１回目については交通
費が支給されます。

自家用車の場合は距離により定額が支給されます。

その ①
月額治療費　20,000円まで！
入院（医科 ･ 歯科ごと）外来（診療科ごと）

それぞれ20,000円まで。

その ④　以下の費用が半額！
○ 室料差額

【個室 20,000円～7,000円（税込み）】が半額

○ 分娩入院時の分娩費用の内、分娩料　が半額
（入院料等は１割引き）

○診断書等　文書料　が半額その ②
初診特定療養費　1,500円 を免除！
初診特定療養費とは、初診時に紹介状をもっていない

　　 場合にかかる費用

組合員の特典　組合員及びその被扶養者の優遇制度

その ⑤　無料相談！
○ メンタルヘルス相談（心療内科）が無料

○ セカンド・オピニオン相談（各診療科）
が無料

公立学校共済組合　近畿中央病院
〒664-8533　兵庫県伊丹市車塚3-1
TEL　072-781-3712（代表）
FAX　072-779-1567
http://www.kich.itami.hyogo.jp/

近畿中央病院の職員近畿中央病院の職員

洲
本
市
洲
本
第
三
小
学
校
三
年

氏
田　

か
の
こ

神
戸
市
長
田
南
小
学
校
四
年

川
口　

和
真

私たちの仲間に�私たちの仲間に�

「こどもの詩と絵」表彰式・発刊記念集会

1-教育ひょうごNo.1738.indd   2 2009/04/14   18:24:51


